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感染症雑誌

はじめまして．
です．

は 岩田健太郎
岸田直樹　忽那賢志　坂本史衣
山田和範　山本　剛速く！　鋭く！　正確に！　感染症の情報を発信します

「面白くて深い」「次号が気になる！」
そんな医学雑誌を目指します 誰もが感染症を診る時代へ

　新型インフルエンザ，SARS，エボラ出血熱，デング
熱，ジカ熱……近年の医学的動向を振り返ると，さま
ざまな感染症が医療者のあいだで大きな話題となり，
また社会全体に不安をもたらしてきました．私たちは感
染症関連書籍の新刊を多数刊行し，また『抗菌薬の考
え方，使い方』を重ねてアップデートするなどして最新

かつ精確な感染症の知識を読者に供することを目指し
てきましたが，本領域に求められる知識量はいよいよ増
大し，単行本という形態だけでは現状に即した情報発
信が難しくなりつつあることを感じています．そこで私た
ちは，よりスピーディーな感染症の情報発信を目指し，
隔月刊雑誌の創刊プロジェクトをスタートさせました．

　雑誌を創刊するにあたって，私たちが重視するのは
情報の鮮度だけではありません．これからの雑誌のあ
り方として，個々の連載記事の面白さ，読者との双方
向的な情報交換にも力を入れたいと考えています．従
来の医学雑誌とはひと味違う誌面構成で，次号が気に
なる雑誌づくりを目指します．

　感染症を様々な角度から学べて，より深く理解でき，
さらに興味の裾野を拡げてもらえるような多彩なコンテ
ンツを準備しました．
　医師，看護師，薬剤師，臨床検査技師，その他す
べての医療者に開かれた感染症新雑誌の創刊まで，も
う少しだけお待ちください！

まったく新しい

薬剤師
▲患者対応がわかる
▲薬剤選択のエビデンスがわかる
▲臨床薬理の基本がわかる

医師
▲感染症診療の基礎をマスターできる
▲最新知識にアップデートできる
▲現場で使えるノウハウが学べる

ナース
▲感染症ケアの基本がわかる
▲感染対策チームでの動き方がわかる
▲感染管理のエキスパートを目指せる

臨床検
査技師

▲微生物検査の基本がわかる
▲検査のエキスパートの技が盗める

こんな方に
おすすめ

編集
主幹

編集
委員

　感染症がコンテンツ・リッチな領域であることは，ハ
リソン内科学を縦に置いて，背表紙の反対側から眺め
てみれば，すぐ分かる．領域ごとにページが色分けさ
れている．どの専門分野よりもページ数が多いのが感
染症だ．ぼくはハリソン内科学の感染症のところを監
訳していて，改めてこの領域のコンテンツが膨大なこ
とに頭がクラクラしたのである．
　コンテンツの豊かさは量の問題のみならず，質の問
題でもある．医療が扱う問題は顕微鏡的であり，また
望遠鏡的でもある．感染症の顕微鏡的な側面は毎日
観察するグラム染色像から身体的に感得できるが，
もっとミクロな分子生物学的領域もまた感染症世界を
構成する一側面だ．マラリア原虫がいかにして人間の
免疫機構を回避するのか．抗HIV薬はこの微細なウイ
ルスのどの部分に作用するのか．微細さはどこまで
いってもさらに微細である．逆に，マクロの視点もまた
限りなくでかい．公衆衛生学や疫学，感染症流行の数
理モデルから水の質管理，地球の温暖化，ジェンダー
や貧困といった社会科学の扱う問題，さらには政治経
済学までもが感染症世界の構成要素となっている．
　コンテンツの豊かさはリスクでもある．我 「々専門家」
と呼ばれる存在ですら，感染症世界の全てを丸のまま
で睥睨し，咀嚼することはできない．研究者は研究者
の，臨床家は臨床家の，公衆衛生，行政，検査，看
護，薬事……様々な立ち場から感染症世界は観察で
きるが，どの視点から感染症世界を観察しても，その
世界全体は見えないのである．完全観察のできない，
カントのいう「物自体」だ．だから，自分の視点を離れ，

「鳥の目」で上から見たり「虫の目」で細かく見たり，あ
ちらこちらから眺め回す必要があるのが感染症世界だ．
フッサールの「間主観的」眺め回しだ．逆にこのような
間主観性に無自覚でいると，己の見ている世界だけが
世界の全てと勘違いし，夜郎自大な，雑な把握しかで
きなくなる．だからリスクなのだ．
　質の問題は関係性の問題でもある．病原体とホスト
の関係性が感染症の像を構成する．感染経路がその
流行を規定する．関係性そのものは目視できない．
ネット社会において物量的な情報をいくら積み上げて
も感染症世界を把握したことにはならないのは，その

ためだ．
　そこで雑誌である．出版文化，雑誌文化は終焉を迎
えつつあると嘆く向きもある．そうではない，とここで
申し上げておきたい．
　ネット・サーフィングという言葉があるが，我々は自
由に情報の波を泳いでいるのではない．泳がされてい
るのである．グーグルを使おうが，ヤフーを使おうが，
そのアルゴリズム化された情報機構は我々に親和性の
高い，「我々の見たい情報」しか見せてくれない．よっ
て，情報量の多いネット社会においては，逆説的に
我々はどんどん狭量になっていくのである．
　感染症世界はコンテンツ・リッチでかつ多様である．
世界の全ては睥睨できなくても，我々はそれを見たい
という欲望を抑えきれない．そういう欲望こそが感染
症屋の持つべきほとんど唯一のプロパティだ．
　「己の知る，己の立ち場から見える世界」ではない世
界を見てみたい．ぼくらはそれを「冒険」	 と呼ぶ．冒
険は，リスク覚悟で自分たちの知らない未知の世界に
飛び込んでいく営為だ．欲望のままに．「ネット・サー
フィング」では味わえない感覚だ．
　本誌が目論むのは読者諸
氏を冒険にいざない，
ワクワクさせるこ
とにある．その
ために「仕掛
け」をあちこち
に施した．あ
ちこち読み回
して，それを発
見してほしい．
　本誌を手に取
り，皆さんがドキ
ドキ・ワクワクと
頁をめくっていた
だければこの上ない
幸いである．まるで
子どものときにむ
さぼり読んだ少
年ジャンプのように．
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いわた・けんたろう

神戸大学大学院医学研究科教授



私たちが編集委員です．
J-IDEOの編集委員を務めていただく5名の先生方に，本誌創刊にあたっての思いを，
ざっくばらんに語っていただきました．
実はこの「J-IDEO」，編集コンセプトは【「週刊少年ジャンプ」を読んでいた（い

・ ・
る，で

ももちろんOK！）ときのあのドキドキを，感染症分野の雑誌でも感じてほしい！】と
いうものなのです．
それぞれの先生が週刊少年ジャンプ，もとい感染症分野にかける思いとは？！

from
Editors

創刊によせ
る

メッセージ

from Editors─創刊によせるメッセージ

　感染症っておもしろい．ただ，そのおもしろいがみんな同じではなさそうです．専門
家としての立ち位置がある自分だって，「毎日 3 例は発熱性好中球減少症の患者さんを
診たいな」とか，「アフリカ帰りの人を今日は 5 人も診たぜ！」とか，「HIV を100 人外
来で診ている」，なんてちょっと“自分は”積極的には希望しないのです．それぞれそ
れなりには診たいですが……．「風邪を毎週 100 人診ているぜ！」，「尿路感染症と思っ
ていたら今日も違ったわ……」，「誤嚥性肺臓炎として抗菌薬 free でいこう」って方が

“自分は”いいんですが，岸田みたいなひとの方がむしろ多くはありません……．また，
感染対策の専門家は ICN ですが，自分は感染症コンサルタントとなり，より一層 ICD
としての仕事が増えました．「感染症医は臨床感染症が専門であって ICD なんて自分
の仕事ではない」なんて若者？　も増えちゃってますが，自分は感染対策の魅力に取り
つかれ始めております．故遠藤和郎先生（沖縄県立中部病院 感染症内科部長）のも
とで勉強した日々を思い出します．「手を洗わない医療者は，足を洗え！」って幻聴の
ように毎日聞こえます．
　いろいろな人がいろいろ言うかもしれませんが，いろいろなひとが感染症にいろいろ
興味をもってくれていることがこの領域ではおそらく一番大切なことだと日々感じます．
そして，この雑誌が医療においてこれまでにない形でそれを実現してくれると思います．
正直自分は少年ジャンプでは「こち亀」も「ジョジョ」も最初はあんまり好きではなかっ
たのでちゃんと読んでおらずチラ見程度でした．最初はその程度の連載もあれば読ま
ずにはいられないものもある．そんな個性豊かな本誌コンテンツをご堪能ください．
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　小学校の頃，毎週火曜日（今は月曜日ですよね）は朝 6 時に早起きして，近くのコン
ビニに少年ジャンプを買いに自転車を全力で漕いだ．そして学校が始まるまでに，「ド
ラゴンボール」や「聖闘士星矢」，「魁！！男塾」などの連載を貪るように読んでいたもの
だ．あの頃の少年ジャンプはまさに宝箱のように，少年たちの心をわしづかみにしてい
たのではないだろうか（もちろん今の少年ジャンプもそうだと思いますよ）．
　岩田健太郎先生の「少年ジャンプのような感染症雑誌を作りたい」というお話を聞いた
とき，小学生当時のまさに少年ジャンプを読む前のキラキラした感覚が蘇った気がした．
感染症の世界は実に広い．必要とされる知識も年々と増大する一方である．C 型肝炎
の最新治療は刻々と変化し，毎年のように新興感染症は出現し，今日もどこかで新し
い耐性菌が生まれているのである．ワンピース風に言うと，まさに大航海時代である．
この感染症大航海時代を乗り切るためのバイブルとなるような本が今まさに必要とされ
ているし，それを少年ジャンプ的宝箱感とともに読むことができればどんなに素晴らし
いだろうか．
　そんなわけで「J-IDEO」を一言で言うと，「感染症大航海時代をサバイブするため
の少年ジャンプ」ということになる．ぜひ手に取っていただき，ワクワク感をお楽しみ
いただければ幸いである．

忽那賢志
国立国際医療研究センター
国際感染症センター
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　「J-IDEO」は，これまでにない，次号が待てないような，わくわくしながらページを
めくりたくなるような，つまり「少年ジャンプ」のようなまったく新しい感染症雑誌である．
その編集委員に加えていただけるのは，きわめて光栄であり，軽いプレッシャーである．
いや，しかし，この機会を楽しみ，読者の皆さんにも楽しんでいただこうと思う．編集
委員として，編集主幹の岩田健太郎先生から私に与えられた使命は，「感染対策」に
関する内容を充実させることである．岩田先生，「らじゃ」である．
　今の日本では，病院が「本当に感染症を減らせる」対策を取り入れても，褒美も罰
も与えられない．そして，医療関連感染が減っても増えても，いや，それすら分からな
くても，集団感染が起きて，記者会見でも開かない限り，世の中は気にしない．個々
の職員も同じで，感染対策に熱意を燃やそうが，無関心だろうが，人事考課には響か
ない．このような時代に必要とされているのは，まだ誰も気づいていない問題を指摘し，
改善を推進する，超サイヤ人的感染対策担当者（SSIP, Super Saiyan Infection 
Preventionist）である．SSIP 最大の武器は，筋の通った上手な主張と現実に敗けな
い熱意，別名“現状打破かめはめ波”である．その装備の仕方を本誌で紹介しよう．
…次号が楽しみになってもらえただろうか．

坂本史衣
聖路加国際病院
感染管理室マネジャー
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山本　剛
西神戸医療センター
臨床検査部

　微生物検査をしていると予測を超越した症例に遭遇することがある．そのときの不安
感や期待感，躍動感はモチベーションを高めてくれる．グラム染色所見，培養結果や
耐性菌の検出など，検出された微生物は患者ごとのヒストリーを濃縮したもので，遭遇
の機会を与えられたことに感謝しなければならない．
　今回，岩田健太郎先生をはじめとした日本の感染症診療をリードしていく編集委員
の先生方，本誌に執筆していただく先生方との出会いも同じなのかもしれない．それは
偶然の産物ではなく，あらかじめ与えられた命題であり，感染症を通じてヒト，微生物，
抗生剤と社会が触れ合う交差点のような雑誌を作り上げていきたいと思う．
　さて，この「J-IDEO」であるが，最初に岩田先生より「少年ジャンプのような雑誌を作
りたい」というコンセプトをいただいた．「少年ジャンプ」といえば，月曜日が待ちきれず
土曜日に配送が終わったばかりのジャンプを購読するために駅売店へ駆けこんでいたこ
とも懐かしい思い出である．おそらく「J-IDEO」もその大きな期待感で次を待ちきれな
い読者のために，話題性の高い感染症，臨床微生物，抗感染症治療薬と感染管理の
情報を毎号お届けする雑誌になると思う．継続購読したくなることは間違いありません．

　岩田健太郎先生から「J-IDEO」創刊のコンセプトを聞いたとき，大人になってから
忘れていた少年時代の「わくわく感」を思い出しました．読みやすく，ゆるく，にぎやか，
それでいて読者の心をわしづかみにする連載の数々．そんな本誌に自分が編集委員の
一人として参加できることは大変ありがたいことでした．と同時に自分も執筆担当にな
り身の引き締まる思いも強く感じました．
　「読みやすい」，「ゆるい」はイコール「簡単」とは限りません．「６歳の子供に説明で
きなければ，理解したとは言えない」とは現代物理学の父と呼ばれるアルベルト・アイ
ンシュタインの名言とされます．「わかりやすい」を追求するのは本当に難しいことだと
思います．これに応えられるよう頑張りたいとここに抱負を述べさせていただきます．
　本誌の執筆陣は，感染症分野のスペシャリストで構成されており，感染症に興味が
ある医療従事者であれば誰でも楽しみながら勉強になる内容でいっぱいです．また，
連載ものが多いのも特徴で，次号をわくわくしながら待つ楽しみがあることも特徴の１
つだと思います．
　感染症の世界という大海原に漕ぎ出そうとしている皆さんにとって本誌のコンテンツは
羅針盤の役割を果たしてくれるに違いありません．さあ，大海原に漕ぎだしましょう！
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山田和範
中村記念南病院薬剤部



本 誌 を い ろ ど る コ ン テ ン ツ た ち

本誌をいろどる
感染症分野のエキスパートたちのコンテンツをまとめて読めるのは，「J-IDEO」だけ！ 感染症に関するあれもこれも全部求めてやまないあなたに，次号もサービス×サービス！

※コンテンツのタイトル，内容はいずれも予定であり，変更となる可能性がございます．

コンテンツたち
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【
白
石
　
正
】

22

抗
菌
薬
相
互
作
用
整
理
B
O
X

【
山
田
和
範
】

23

微
生
物
検
査 

危
機
一
髪
！

【
山
本
　
剛
】

24

解
決
!!  

薬
剤
感
受
性
検
査
の

真
意
を
紐
解
く
解
説

【
リ
レ
ー
連
載
】

25

微
生
物
検
査
の
志
士
た
ち

【
リ
レ
ー
連
載
】

26

集
ま
れ
!!  

グ
ラ
染
野
郎

【
リ
レ
ー
連
載
】

27

ID
EO

 ABx Colum
n

【
リ
レ
ー
連
載
】

28

行
政
サ
イ
ド
の
つ
ぶ
や
き

【
伊
地
智
昭
浩
】

29

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
況
中
継

30

感
染
症
業
界

こ
こ
が
ア
カ
ン
や
ろ
！

【
リ
レ
ー
連
載
】

31

旬
の
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク

【
堀
　
成
美
】

32

J-ID
EO

ジ
ャ
ー
ナ
ル
ク
ラ
ブ

【
施
設
リ
レ
ー
】

16

坂
本
史
衣
の

泣
く
子
も
黙
る
感
染
対
策

【
坂
本
史
衣
】

連載

32本
一挙
公開

感
染
症
を
め
ぐ
る
様
々
な
テ
ー

マ
・
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
、

鋭
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
各

領
域
の
第
一
人
者
で
あ
る
気
鋭

の
ゲ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
ー
の
登
場

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

感
染
管
理
対
策
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た（
な
っ
て
し
ま
っ
た
）

人
の
立
場
か
ら
、
病
院
感
染
対

策
の
実
務
に
お
け
る
困
っ
た
こ

と
、
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
リ

レ
ー
コ
ラ
ム
で
お
届
け
し
ま
す
。

感
染
症
と
は
な
に
か
？

　
本
誌

の
編
集
主
幹
を
務
め
る
岩
田
健

太
郎
先
生
に
よ
る
感
染
症
の

「
本
質
」を
め
ぐ
る
知
的
冒
険
の

記
録
。
医
学
の
み
な
ら
ず
歴

史
・
哲
学
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

な
ど
あ
ら
ゆ
る
話
題
を
横
断
し

な
が
ら
感
染
症
に
つ
い
て
骨
の

髄
ま
で
語
り
つ
く
し
ま
す
。

事
務
部
門
な
ど
の
非
医
療
職
と

の
連
携
を
考
え
る
リ
レ
ー
コ
ラ

ム
。
事
務
部
門
と
感
染
対
策

チ
ー
ム
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
活
か
し
な
が
ら
の
円
滑
な
連

携
、
医
療
の
質
の
向
上
の
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

お
寺
巡
り
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

「
仏
の
忽
那
」が
全
国
各
地
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
巡
礼
。
さ
ま

ざ
ま
な
難
症
例
に
対
しprob-

lem
 solving

形
式
で
臨
床
推

論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

悩
め
る
医
師
の
コ
ン
サ
ル
ト
に
薬

剤
師
は
ど
う
答
え
る
べ
き
？

　抗

菌
薬
の
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
外
れ
た

場
合
の
次
の
一
手
や
チ
ェ
ッ
ク
メ

イ
ト
を
狙
う
た
め
の
確
実
な
一
手

を
ど
う
打
つ
か
、
会
話
形
式
で
平

易
に
解
説
し
ま
す
。

臨
床
感
染
症
・
感
染
対
策
の
両

面
か
ら
、
感
染
症
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
活
躍
中
の
岸
田
先

生
が
実
際
の
事
例
を
用
い
な
が

ら
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

考
察
し
ま
す
。

薬
剤
師
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重

要
度
が
高
ま
る
T
D
M
。
本
連

載
で
は
2
人
の
薬
剤
師「
や
り

ま
す
君
」と「
で
き
ま
す
君
」の

成
長
物
語
を
ま
じ
え
な
が
ら
そ

の
基
本
や
心
得
を
解
説
し
ま
す
。

ESB
L

やA
m
pC

な
ど
、
各
種

耐
性
菌
と
抗
菌
薬
に
つ
い
て
基

礎
・
臨
床
の
両
面
か
ら
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

い
つ
も
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

消
毒
薬
。
実
は
正
し
く
使
用
し

な
い
と
効
果
が
な
い
ど
こ
ろ
か

感
染
症
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
!?  
消
毒
薬
の
正
し
い

使
い
方
を
解
説
し
ま
す
。

典
型
的
な
病
理
像
の
解
説
や
組

織
診
断
が
非
常
に
有
用
だ
っ
た

症
例
な
ど
、
感
染
症
に
お
け
る

病
理
診
断
に
つ
い
て
病
理
医
以

外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
知
り
た

い
事
柄
を
解
説
し
ま
す
。

抗
菌
薬
治
療
を
実
施
す
る
う
え

で
あ
ま
り
影
響
し
な
い
相
互
作

用
か
ら
、
注
意
す
べ
き
相
互
作

用
ま
で
、
薬
力
学
、
薬
物
動
態

双
方
の
視
点
か
ら
解
説
す
る
実

践
コ
ラ
ム
。
明
日
か
ら
で
き
る

一
歩
進
ん
だ
薬
物
治
療
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
！

寄
生
虫
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
中
村

先
生
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

寄
生
虫
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

興
味
深
い
症
例
や
文
献
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
を
幅

広
く
紹
介
し
ま
す
。

感
染
症
の
診
断
時
に
有
用
な
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
微
生
物

検
査
に
つ
い
て
、
検
査
の
特
性
や

プ
ロ
セ
ス
、
結
果
を
診
療
に
ど
う

活
か
す
か
に
つ
い
て
を
ゲ
ー
ム

感
覚
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

ブ
ロ
グ「
呼
吸
器
内
科
」や『
本

当
に
あ
っ
た
医
学
論
文
』で
お

な
じ
み
の
倉
原
先
生
が
紡
ぐ
、

肩
肘
張
ら
ず
に
読
め
る
呼
吸
器

感
染
症
の
脱
力
系
コ
ラ
ム
。

全
国
の
臨
床
検
査
技
師
に
よ
る

薬
剤
感
受
性
検
査
に
関
す
る
リ

レ
ー
コ
ラ
ム
。

苦
手
意
識
の
強
い
人
の
多
い
感

染
症
疫
学
に
つ
い
て
、
医
学
部

生
や
看
護
学
生
に
も
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。
疫
学
を
勉

強
し
直
し
た
い
医
師
や
看
護
師

に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
！

未
来
の
日
本
を
担
う
若
手
微
生

物
検
査
技
師
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
る
コ
ー
ナ
ー
。
印
象
的

だ
っ
た
微
生
物
、
検
出
時
の
イ

ン
パ
ク
ト
、
報
告
時
の
ド
キ
ド

キ
感
、clinical pearl

な
ど
に

つ
い
て
存
分
に
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

暴
露
、
感
染
、
重
症
化
な
ど
感

染
症
を
数
値
で
議
論
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
現
象
論
の
定
義
と

数
理
モ
デ
ル
を
利
用
し
た
記
述

に
つ
い
て「
シ
ン
プ
ル
に
」「
や
わ

ら
か
く
」ま
と
め
ま
す
。

グ
ラ
染
野
郎
…
…
そ
れ
は
、
グ

ラ
ム
染
色
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

医
師
・
技
師
・
薬
剤
師
た
ち
の

総
称
で
あ
る
。
日
本
列
島
津
々

浦
々
の
熱
い
グ
ラ
染
野
郎
た
ち

が
本
誌
に
大
集
結
！

統
計
学
を
初
歩
の
初
歩
か
ら
解

説
。
感
染
症
関
連
の
気
に
な
る

ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
つ
つ
、日	

々
の
臨
床
に
役
立
つ
統
計
知
識

を
紹
介
し
ま
す
。
統
計
に
対
す

る
苦
手
意
識
が
克
服
で
き
る
！

薬
剤
師
に
よ
る
リ
レ
ー
連
載
。
毎

号
ひ
と
つ
の
薬
剤
を
取
り
上
げ
、

そ
の
薬
に
つ
い
て
の
印
象
や
思

い
入
れ
な
ど
経
験
ベ
ー
ス
で
の

知
見
を
薬
剤
師
な
ら
で
は
の
視

点
か
ら
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

稀
で
は
あ
る
が
縁
遠
い
と
も
言

い
切
れ
な
い
、
微
妙
な
距
離
感

の
結
核
症
。
本
連
載
で
は
、
実

症
例
を
も
と
に
非
専
門
施
設
の

医
療
者
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お

き
た
い
結
核
診
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
紹
介
し
ま
す
。

保
健
所
と
い
う
行
政
の
立
場
か

ら
、
医
療
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
事
柄
を
お
伝
え

し
ま
す
。

H
I
V
感
染
症
に
つ
い
て
す
べ
て

を
知
っ
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
必
要
な
知
識
を
効
率
よ
く

学
習
し
た
い
非
専
門
家
の
た
め
に

「
こ
こ
ま
で
知
っ
て
い
れ
ば
自
信

を
持
っ
て
O
K
！
」と
い
う
お
い

し
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る

感
染
症
関
連
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
も
の
を

誌
上
中
継
し
ま
す
。

実
際
に
移
植
後
の
患
者
さ
ん
を

診
る
こ
と
が
あ
る
医
師
に
向
け

て
、
ケ
ー
ス
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
で

造
血
幹
細
胞
移
植
の
知
識
を
解

説
し
ま
す
。

本
誌
編
集
委
員
た
ち
が
感
染
症

業
界
の
諸
々
の
事
柄
に
対
し
て
、

と
き
に
舌
鋒
鋭
く
指
摘
し
、と
き

に
愛
の
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
ま
す
！

感
染
症
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
さ

え
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
も
多

い
?!  
奥
深
い
ヘ
パ
ト
ロ
ジ
ー
診

療
の
基
礎
か
ら
最
新
の
知
見
ま

で
、
実
臨
床
に
直
結
す
る
話
題

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

感
染
症
業
界
の
気
に
な
る
ト

ピ
ッ
ク
、
よ
り
す
ぐ
り
の
新
着

ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。

カ
ビ
の
世
界
は
奥
深
い
も
の
の
、

臨
床
医
に
と
っ
て
は
な
か
な
か

と
っ
つ
き
に
く
い
存
在
。
そ
こ
で

亀
井
先
生
が
毎
号
ひ
と
つ
の
カ

ビ
を
取
り
上
げ
、
C
T
や
検
査
値

な
ど
の
所
見
を
交
え
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

海
外
の
主
要
ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ら

感
染
症
関
連
の
ト
ピ
ッ
ク
を
取

り
上
げ
、
エ
ビ
デ
ン
ス
サ
マ

リ
ー
を
ま
と
め
て
解
説
し
ま
す
。

感
染
対
策
の
選
択
、
導
入
、
定

着
、
評
価
の
際
に
重
要
な
の
は

「
理
屈
」で
す
が
、
と
き
に
は
相

手
の
感
情
に
配
慮
し
た
調
整
も

必
要
で
す
。
そ
う
し
た
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
前
提
と
し
て「
お
ト

ク
感
」や「
あ
る
あ
る
感
」の
あ

る
実
践
的
感
染
対
策
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

1

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク

本
質
の
感
染
症

【
岩
田
健
太
郎
】
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available!

最新情報は
 Facebookで！

　本誌定期購読を申し込んでいただいた方全員に抗
菌薬関連の情報をコンパクトにまとめたレファレン
スツール「J-IDEO 抗菌薬データベース（仮）」※をプ
レゼント！
※商品は iOSアプリとなります．Android ではご使
用いただけませんのでご注意ください．

　詳細は「J-IDEO」編集部 Facebook ページ等で
随時お知らせ致します。

♦定期購読申し込み特典！♦

編集部からのお知らせ

　「J-IDEO」編集部のFacebook
ページでは，創刊号の制作
状況・感染症関連ニュース
などを発信中です．

Facebookページへは
こちらのQRコードから
アクセス！
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